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絵
画
「
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
に
よ
っ
て
周
知
さ
れ
、
七
〇
年
代

半
ば
か
ら
主
流
と
な
っ
た
抽
象
絵
画
「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
」
で
画
家
と
し
て
の
地
位
を
確
実
な
も
の
と
し
た（

2
）。
本
稿
で
論
考

の
対
象
と
す
る
八
八
年
制
作
の
連
作
絵
画
《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八

日
》（《18. 

O
ktober 

1977

》、
以
下
、
連
作
）
は
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
第
一
に
は
フ
ォ

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
系
譜
に
置
か
れ
る
作
品
で
あ
る
。
連
作
は
十
五

点
の
油
彩
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
画
題
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、〈
若
い
人
の
肖
像
（Jugendbildnis

）〉、〈
逮
捕
（Festnahm

e

）

一
〉、〈
逮
捕
二
〉、〈
対
面
（Gegenüberstellung

）
一
〉、〈
対
面
二
〉、

は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
人
の
画
家
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
（Gerhard 

Richter
）

は
、
一
九
三
二
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
生
ま
れ
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の

美
術
教
育
を
受
け
た
後
、
六
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設
の
直
前
に
西
側

へ
移
住
し
て
画
業
を
開
始
し
た
。
六
二
年
に
第
一
作
目
と
な
る
公
式
絵
画

を
制
作
し
て
か
ら
は
順
調
に
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
近
年
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
は
生
存
す
る
画
家
の
作
品
と
し
て
史
上
最
高
落
札
額
を
記
録
す
る
な

ど（
1
）、
常
に
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
。
多
様
な
作
風
で
知
ら
れ
て
お
り
、

六
〇
年
代
に
写
真
を
油
彩
で
模
写
し
て
ブ
レ
・
ボ
ケ
効
果
を
加
え
た
具
象

論
説ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
連
作
絵
画

《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
の
モ
チ
ー
フ
に
見
る
「
革
命
」

長
チ
ノ
リ
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ら
に
述
べ
る
な
ら
、
十
五
枚
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
全
て

Ｒ
Ａ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
／
彼
女
ら
の
「
武
装

闘
争
」
ま
た
は
「
テ
ロ
行
為
」
に
よ
る
犠
牲
者
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
連
想
さ
せ
る
歴
史

的
出
来
事
を
表
現
す
る
に
は
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
み
を
焦
点
化
し
た
の
で
は
確
か
に

十
分
で
は
な
い
が
、
画
家
は
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
調
査

し
た
に
も
拘
ら
ず
）
包
括
的
な
観
点
に
立
っ
て
は
制
作
し
な
か
っ
た
。
本

稿
の
目
的
は
、
リ
ヒ
タ
ー
が
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
み
を
描
い
た
こ
と
の
意
義
を
、
Ｒ

Ａ
Ｆ
の
歴
史
と
制
作
当
時
の
画
家
自
身
の
発
言
（
八
八
―
八
九
年
）
を
起

点
に
十
五
点
の
各
絵
画
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
選
択
の
考
察
を
通
し
て
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
　「
ド
イ
ツ
の
秋
」　
―
　

連
作
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
と
の
対
応

　

連
作
の
タ
イ
ト
ル
《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
は
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
の
三
名
が
獄
中
死
し
た
日
付
で
あ
る
が
、
当
時
を
知
る
者
に

と
っ
て
は
、
そ
の
前
後
に
起
き
た
一
連
の
出
来
事
、
つ
ま
り
「
ド
イ
ツ
の

秋
」（3
）と
呼
ば
れ
た
暗
澹
た
る
日
々
を
も
想
起
さ
せ
る
。
ま
ず
は
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
歴
史
を
確
認
し
、
連
作
の
各
絵
画
の
モ
チ
ー
フ

と
の
関
連
も
そ
の
都
度
明
示
し
て
い
こ
う
。

　

Ｒ
Ａ
Ｆ
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
三
世
代
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
、
ド

〈
対
面
三
〉、〈
独
房
（Zelle

）〉、〈
レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
（Platten-

spieler
）〉、〈
銃
殺
さ
れ
た
男
（Erschossener

）
一
〉、〈
銃
殺
さ
れ
た

男
二
〉、〈
縊
死
し
た
女
（Erhängte

）〉、〈
埋
葬
（Beerdigung

）〉、
そ

し
て
三
点
の
同
名
タ
イ
ト
ル
〈
死
者
（T

ote

）〉
で
あ
り
、
そ
の
全
体
に

対
し
て
《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
と
い
う
名
前
が
与
え
ら
れ
た

（
図
一
〜
三
）。

　

連
作
全
体
の
モ
チ
ー
フ
は
、
七
〇
年
代
を
中
心
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

（
以
下
、
西
ド
イ
ツ
）
を
震
撼
さ
せ
た
武
装
左
翼
集
団
、
西
独
赤
軍
派

（Rote A
rm

ee Fraktion,

以
下
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
で
あ
る
。
十
五
点
全
て
が

報
道
お
よ
び
警
察
写
真
を
も
と
に
描
か
れ
て
お
り
、
六
〇
年
代
の
フ
ォ

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
同
様
ブ
レ
・
ボ
ケ
の
白
黒
写
真
と
も
見
紛
う
油
彩

画
で
あ
る
。
各
絵
画
の
サ
イ
ズ
や
筆
使
い
は
一
様
で
は
な
く
、
微
か
な
ボ

ケ
を
伴
う
も
の
か
ら
激
し
く
手
ぶ
れ
を
お
こ
し
た
写
真
の
よ
う
に
対
象
の

把
握
が
困
難
な
も
の
ま
で
あ
る
。
先
に
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
な
対
象

物
の
再
現
と
捉
え
る
か
否
か
の
議
論
は
連
作
を
絵
画
史
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
か
に
関
わ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
対
象
物
が
同
定
で

き
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
再
現
性
が
あ

る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
そ
の
系
譜
に
属
す
る
本
連
作
に
お
い
て
も
再
現

さ
れ
た
対
象
物
に
言
及
し
う
る
と
い
う
立
場
か
ら
論
じ
る
。

　

各
絵
画
に
お
け
る
再
現
の
対
象
物
、
す
な
わ
ち
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
さ
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声
明
文
『
都
市
ゲ
リ
ラ
の
コ
ン
セ
プ
ト
』
に
お
い
て
は
、「「
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
最
高
形
態
」（
毛
沢
東
）
と
し
て
の
武
装
闘
争
は
今
や

開
始
さ
れ
う
る
し
、
開
始
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
主
張

す
る
。
そ
れ
な
く
し
て
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
闘
争
は
な

い
」（7
）と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

「
武
装
闘
争
」
は
、
打
倒
す
べ
き
帝
国
主
義
お
よ
び
資
本
主
義
の
体
現
で

あ
る
と
グ
ル
ー
プ
が
見
な
し
た
施
設
ま
た
は
人
物
を
標
的
に
実
行
さ
れ
た
。

上
述
の
「
バ
ー
ダ
ー
解
放
」
に
よ
り
非
合
法
集
団
と
し
て
認
知
さ
れ
地
下

活
動
に
入
っ
て
か
ら
は
資
金
調
達
の
た
め
の
銀
行
強
盗
や
自
動
車
窃
盗
を

繰
り
返
し
た
後
、
七
二
年
五
月
に
集
中
し
て
武
装
闘
争
が
行
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
米
軍
司
令
部
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
警
察

署
、
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
ブ
ッ
デ
ン
ベ
ル
ク
の
車
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
保

守
系
出
版
社
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
高
層
ビ
ル
を
標
的
と
し
た
爆
破
行
為
で

あ
り
、
死
者
も
出
し
た
。

　

そ
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
が
、
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
強
化
さ
れ
た
捜

査
に
よ
り
、
第
一
世
代
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
大
部
分
は
そ
の
年
の
七
月
ま

で
に
逮
捕
さ
れ
た
。
特
に
六
月
一
日
に
バ
ー
ダ
ー
、
ヤ
ン=

カ
ー
ル
・
ラ

ス
ペ
、
ホ
ル
ガ
ー
・
マ
イ
ン
ス
が
逮
捕
さ
れ
た
際
に
は
装
甲
車
も
出
動
し
、

Ｔ
Ｖ
中
継
ま
で
行
わ
れ
た
。
連
作
の
〈
逮
捕
一
〉
お
よ
び
〈
逮
捕
二
〉
は

報
道
写
真
か
ら
描
か
れ
た
マ
イ
ン
ス
の
逮
捕
直
前
の
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
七
日
後
に
実
質
的
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
見
な
さ
れ
て
い
た
グ
ド
ル

イ
ツ
再
統
一
か
ら
約
八
年
後
の
九
八
年
春
に
解
散
を
表
明
し
た
。
そ
の
間

の
メ
ン
バ
ー
は
五
十
〜
八
十
名
い
た
と
さ
れ
る
が
、
解
散
に
先
立
つ
約
十

年
前
に
連
作
に
着
手
し
た
リ
ヒ
タ
ー
が
題
材
と
し
た
の
は
バ
ー
ダ
ー
・
マ

イ
ン
ホ
フ
・
グ
ル
ー
プ
と
も
呼
ば
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｆ
第
一
世
代
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
結
成
直
前
の
数
年
は
学
生
を
中
心
と
し
た
反
乱
が
世
界
規
模

で
生
じ
た
時
期
で
あ
り
、
西
ド
イ
ツ
も
例
外
で
は
な
く
、
さ
ら
に
固
有
の

背
景
と
し
て
は
ナ
チ
ス
の
台
頭
を
許
し
た
親
世
代
へ
の
批
判
を
内
包
し
て

い
た
。
後
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
ら
も
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
政
府
へ

の
抗
議
デ
モ
、
あ
る
い
は
社
会
の
周
縁
に
位
置
す
る
人
々
へ
の
関
与
を
通

し
て
政
治
参
加
を
行
っ
て
い
た
。
連
作
に
お
け
る
〈
若
い
人
の
肖
像
〉
は
、

当
時
左
翼
系
雑
誌
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
結
成
後
に
リ
ー
ダ
ー
の
一

人
と
な
る
ウ
ル
リ
ケ
・
マ
イ
ン
ホ
フ
が
未
成
年
更
正
施
設
の
少
女
ら
を
テ

ー
マ
と
し
た
Ｔ
Ｖ
番
組
《
暴
動
（Bam

bule

）》
に
脚
本
家
と
し
て
関
わ

っ
た
際
に
撮
ら
れ
た
宣
伝
用
写
真
が
も
と
に
な
っ
て
い
る（

4
）。

　

Ｒ
Ａ
Ｆ
と
し
て
の
本
格
的
な
活
動
開
始
は
、
七
〇
年
五
月
一
四
日
の
最

初
の
ア
ク
シ
ョ
ン
「
バ
ー
ダ
ー
解
放
」（
も
う
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
、
当
時

収
監
中
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ー
ダ
ー
を
脱
獄
さ
せ
た
事
件
）、
あ
る
い

は
六
月
四
日
に
左
翼
系
機
関
紙A

git 
8 83

（
5
）に
掲
載
し
た
声
明
文
『
赤

軍
結
成
』
と
さ
れ
て
い
る
。
同
声
明
文
の
最
後
に
は
箇
条
書
き
で
「
階
級

闘
争
の
展
開
／
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
化
／
武
装
抵
抗
運
動
の
開
始

／
赤
軍
の
結
成
！
」（6
）と
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
翌
年
四
月
に
公
表
さ
れ
た
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れ
た
同
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
は
さ
ら
に
事
件
が
集
中
す
る
。
九

月
五
日
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
は
有
力
経
済
団
体
の
会
長
を
二
つ
兼
ね
て
い
た
ハ
ン
ス

=

マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
を
誘
拐
し
、
シ
ュ
タ
ン
ハ
イ
ム
刑
務
所

に
収
監
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
釈
放
を
要
求
し
た
が
、
首
相
シ
ュ
ミ
ッ

ト
率
い
る
政
府
は
応
じ
な
か
っ
た
。
翌
月
半
ば
、
共
闘
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ

解
放
人
民
戦
線
（
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
）
が
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、

服
役
中
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
釈
放
を
再
び
要
求
し
た
。

し
か
し
、
一
七
日
、
政
府
が
派
遣
し
た
特
殊
部
隊
Ｇ
Ｓ
Ｇ
9
に
よ
り
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
犯
四
名
の
う
ち
三
名
が
射
殺
さ
れ
、
乗
客
の
救
出
が
行
わ
れ
た
。

一
八
日
の
朝
に
は
獄
中
の
三
名
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
、
バ
ー
ダ
ー
、
エ
ン

ス
リ
ン
、
ラ
ス
ペ
の
自
殺
が
発
表
さ
れ
た（

11
）。
こ
の
と
き
も
国
家
に
殺
害

さ
れ
た
と
し
て
マ
イ
ン
ホ
フ
の
死
亡
時
と
同
様
の
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

連
作
の
〈
銃
殺
さ
れ
た
男
一
〉
お
よ
び
〈
銃
殺
さ
れ
た
男
二
〉
は
独
房
か

ら
運
び
出
さ
れ
る
前
に
撮
影
さ
れ
た
バ
ー
ダ
ー
の
遺
体
を
、〈
縊
死
し
た

女
〉
は
同
じ
く
エ
ン
ス
リ
ン
の
遺
体
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
日
の
朝
、
誘
拐
さ
れ
て
い
た
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
射
殺
体
が

路
上
で
発
見
さ
れ
た
。
他
に
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
シ
ュ
ラ

イ
ヤ
ー
誘
拐
時
点
で
の
護
衛
警
官
三
名
と
運
転
手
も
射
殺
さ
れ
て
お
り
、

一
ヶ
月
半
の
間
に
十
二
名
が
命
を
落
と
し
た
。
二
五
日
に
は
西
ド
イ
ツ
の

ほ
と
ん
ど
の
政
治
家
が
参
列
し
た
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
が
、

リ
ヒ
タ
ー
の
〈
埋
葬
〉
は
、
左
派
の
若
者
た
ち
が
多
く
集
ま
っ
た
二
七
日

ン
・
エ
ン
ス
リ
ン
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
と
き
の
警
察
写
真
か
ら
〈
対
面

一
〉、〈
対
面
二
〉、〈
対
面
三
〉
が
絵
画
化
さ
れ
た
。

　

逮
捕
後
も
、
国
内
の
異
な
る
刑
務
所
に
服
役
す
る
メ
ン
バ
ー
同
士
の
伝

達
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
秘
密
通
信
『info

』（8
）を
通
し
て
、
闘
争
へ
の
変
わ

ら
ぬ
意
志
確
認
や
収
監
環
境
に
抗
議
す
る
ハ
ン
ガ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
呼

び
か
け
な
ど
（
こ
の
ハ
ン
ス
ト
に
よ
り
マ
イ
ン
ス
が
死
亡
）（9
）、
活
動
は

続
行
し
た
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
ン
ハ
イ
ム
刑
務
所
の
独
房
に
収
監
さ
れ
て
い

た
バ
ー
ダ
ー
、
エ
ン
ス
リ
ン
、
ラ
ス
ペ
、
マ
イ
ン
ホ
フ
ら
は
互
い
に
あ
る

程
度
の
接
触
が
可
能
で
あ
っ
た
。
私
物
の
所
持
も
許
さ
れ
て
お
り
、
た
と

え
ば
バ
ー
ダ
ー
は
「
四
つ
の
書
棚
に
九
百
七
十
四
冊
の
本
を
持
ち
、
七
十

五
枚
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
い
た
」（10
）。
リ
ヒ
タ
ー
の
〈
独
房
〉
お

よ
び
〈
レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
〉
は
そ
れ
ら
を
含
む
写
真
を
も
と
に
描

か
れ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
七
六
年
五
月
に
マ
イ
ン
ホ
フ
の
獄
中
で
の
自
殺
が
発

表
さ
れ
た
。
当
時
は
自
殺
で
は
な
く
国
家
に
殺
害
さ
れ
た
と
し
て
左
派
の

若
者
ら
の
抗
議
デ
モ
が
刑
務
所
の
前
や
街
中
で
行
わ
れ
た
。
連
作
に
お
け

る
三
点
の
同
名
タ
イ
ト
ル
〈
死
者
〉
に
描
か
れ
て
い
る
マ
イ
ン
ホ
フ
の
頭

部
は
死
亡
直
後
に
撮
ら
れ
た
同
一
写
真
が
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
刑
務
所
の
外
で
は
Ｒ
Ａ
Ｆ
第
二
世
代
に
よ
る
武
装
闘
争
が
激
し

さ
を
増
し
、
特
に
七
七
年
に
入
っ
て
か
ら
は
法
曹
界
、
経
済
界
の
要
人
が

立
て
続
け
に
暗
殺
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
ド
イ
ツ
の
秋
」
と
後
に
総
括
さ



図 1　《1977年 10月 18日》（1988）の 15点中 5点、カンバスに油彩
左上から時計まわりに〈縊死した女〉、〈独房〉、〈レコード・プレイヤー〉、
〈埋葬〉、〈若い人の肖像〉
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の
バ
ー
ダ
ー
、
エ
ン
ス
リ
ン
、
ラ
ス
ペ
の
合
同
埋
葬
の
写
真
を
用
い
て
制

作
さ
れ
た
。

　

以
上
、《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
Ｒ

Ａ
Ｆ
だ
け
に
は
回
収
さ
れ
え
な
い
文
脈
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
つ
い
て
は
「
ド
イ
ツ
の
秋
」
以
前
の
出
来
事
に
つ

い
て
も
絵
画
化
さ
れ
た
一
方
で
、
犠
牲
者
は
す
べ
て
の
時
期
を
通
し
て
モ

チ
ー
フ
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
じ
た
議

論
を
次
章
で
見
て
い
こ
う
。

二
　
描
か
れ
な
か
っ
た
「
犠
牲
者
」

　

一
九
九
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
が
連
作
を
購
入
し
た
際
、

「
真
に
中
立
的
な
立
場
な
ら
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
犠
牲
者
も
描
く
べ
き
だ
」（12
）と

『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
は
書
い
た
。
保
守
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ

れ
ば
可
能
な
そ
う
し
た
批
判
の
裏
面
と
で
も
い
う
べ
き
か
、
美
術
批
評
に

お
い
て
は
画
家
を
擁
護
す
る
よ
う
な
形
で
絵
画
上
の
犠
牲
者
の
不
在
に
対

応
し
た
。
た
と
え
ば
、
八
九
年
の
連
作
初
展
示
の
際
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
た

ち
以
外
の
も
の
を
彼
は
示
さ
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
、
あ
ら
ゆ
る
死

と
死
を
間
近
に
ひ
か
え
た
者
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
そ
う
し
た
作
風
は
、

敬
意
と
理
解
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
犠
牲

者
に
つ
い
て
、
全
て
の
人
間
に
つ
い
て
」（
ア
ン
ゲ
リ
・
ヤ
ン
セ
ン
）（13
）と
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た
だ
し
、
急
い
で
付
け
加
え
る
と
、
リ
ヒ
タ
ー
が
Ｒ
Ａ
Ｆ
だ
け
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
退
け
て
お
く
べ
き
は
画
家
の
グ
ル
ー
プ

に
対
す
る
政
治
的
共
感
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
ナ
チ
ス
が
第
一
党

と
な
っ
た
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
生
ま
れ
た
リ
ヒ
タ
ー
の
次
の
言
葉
だ
け
で

十
分
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
私
は
六
〇
年
代
の
初
め
に
東
ド
イ

ツ
か
ら
や
っ
て
き
た
人
間
で
す
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
目

的
や
方
法
に
対
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
断
固
拒
み
ま
し
た
。
確
か
に
、
テ

ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
妥
協
の
な
い
意
志
、
絶
対
的
な
勇
気
に

は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
は
国
家
の
過
酷
さ
に
対
し
て
悪
く
思
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
家
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、

他
の
も
っ
と
無
慈
悲
な
国
家
を
私
は
身
を
も
っ
て
知
っ
て
も
い
ま
す
」（16
）。

ナ
チ
ス
政
権
下
で
の
少
年
時
代
、
戦
後
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ

ツ
）
と
い
う
社
会
主
義
統
一
党
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
実
質
的
な
一
党
独
裁

体
制
の
下
で
二
〇
代
の
終
り
ま
で
暮
ら
し
た
と
い
う
理
由
で
、
リ
ヒ
タ
ー

自
身
が
何
度
も
表
明
し
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
嫌
い
」
は
有
名
で
あ
る
。
プ

リ
ッ
カ
ー
と
の
対
談
の
別
の
箇
所
で
も
「〔
Ｒ
Ａ
Ｆ
は
〕
右
や
左
と
い
う

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
犠
牲
者
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一

般
の
犠
牲
者
」（17
）と
述
べ
て
も
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
連
作
の
主
題
が
ド
イ
ツ
赤

軍
と
い
う
特
定
の
出
来
事
に
留
ま
ら
ず
「
信
念
」
と
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

態
度
」
や
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
破
綻
と
い
う
よ
り
抽
象
的
問
題
で
あ
っ
た

解
釈
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
読
解
、
す
な
わ
ち
、
描
か
れ
て
い
な
い
犠
牲
者

も
連
作
か
ら
立
ち
現
れ
て
い
る
と
い
っ
た
拡
大
的
な
主
題
解
釈
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
好
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
リ
ヒ
タ
ー
自
身
の
制
作
動
機
に
お
い
て
は
犠
牲
者
に
対
す
る

関
心
の
不
在
が
八
九
年
の
ヤ
ン
・
ト
ル
ン
・
プ
リ
ッ
カ
ー
と
の
対
談
で
明

確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
犠
牲
者
の
ほ
う
も
描
こ
う
と

考
え
て
み
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
の
で
す
か
？

た
と
え
ば
、
ハ
ン
ス=

マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
を
？
」
と
聞
か
れ
、「
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
「〔
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
乗
車
し
て
い
た
〕

車
を
止
め
る
た
め
に
妨
害
物
と
し
て
使
わ
れ
た
乳
母
車
が
止
ま
っ
て
い
る

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ュ
タ
ッ
ツ
通
り（

14
）の
場
面
は
？

覆
い
の
か
け
ら
れ
た

道
路
の
上
の
運
転
手
の
遺
体
は
？

メ
ル
セ
デ
ス
を
描
こ
う
と
い
う
気
に

は
？
」
と
再
度
問
わ
れ
て
も
、「
い
い
え
、
決
し
て
。
そ
の
場
合
に
は
、

そ
う
い
う
も
の
だ
け
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
通
常
の
犯
罪
、
通
常
の
不
幸
で
あ
り
、
日
々
起
き
て
い
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
私
が
描
い
た
も
の
は
あ
る
例
外
的
な
不
幸
で
す
」
と
答
え
、

そ
の
例
外
的
な
も
の
と
は
何
か
と
問
わ
れ
る
と
、「
ま
ず
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
公
的
な
要
求
で
す
。
ま
さ
に
非
私
的
で
、
家
庭
や
職
場
で
の
快
適

さ
や
幸
福
と
い
っ
た
も
の
を
超
越
し
た
動
機
、
す
な
わ
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
な
動
機
で
す
。
そ
し
て
、
と
て
つ
も
な
い
そ
の
力
、
死
に
ま
で
至
る

理
念
と
い
う
も
の
が
持
つ
驚
愕
す
べ
き
力
で
す
」
と
述
べ
た（

15
）。
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て
つ
も
な
い
そ
の
力
、
死
に
ま
で
至
る
理
念
」
と
い
う
「
例
外
的
な
不

幸
」
を
連
作
に
お
い
て
描
い
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
「
信

念
」
一
般
や
「
全
体
主
義
」
へ
と
拡
大
さ
れ
る
前
に
何
よ
り
も
「
革
命
」

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
妥
当
し
う
る
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

詳
細
は
次
章
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
仮
説
と
し
て
示

し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
死
に
ま
で
至
る
理
念
」
の
文
字
通
り
の
帰
結

―
リ
ヒ
タ
ー
は
「
結
局
私
は
描
く
事
が
で
き
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま

し
た
。
死
者
で
す
。〔
…
…
〕
ま
さ
に
死
へ
む
か
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」（22
）

と
も
発
言
し
て
い
る
の
だ
が

―
、
そ
れ
が
「
革
命
」
に
固
有
の
死
で
あ

る
な
ら
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
み
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
択
さ
れ
た
必
然
性
に
接
近

し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
連
作
に
お
い
て

描
か
れ
た
死
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
の
犠
牲
者
」
の
「
挫
折
」

の
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
死
が
革
命
と
深
く
結
び
つ
き
、
他
の

死
で
は
置
き
換
え
不
可
能
な
死
で
あ
る
と
画
家
が
捉
え
た
と
き
に
初
め
て

Ｒ
Ａ
Ｆ
の
犠
牲
者
で
あ
る
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
死
が
「
通
常
の
不
幸
」
へ
と

差
別
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
作
の
モ
チ
ー
フ
の

う
ち
に
「
革
命
」
と
「
死
」
の
交
差
す
る
地
点
が
実
際
に
見
出
し
え
た
な

ら
、
犠
牲
者
が
描
か
れ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
の
解
釈
と
な
り
う
る
だ
ろ

う
。

こ
と
」（
浅
沼
敬
子
）（18
）、
あ
る
い
は
「
リ
ヒ
タ
ー
に
と
っ
て
、
バ
ー
ダ

ー
・
マ
イ
ン
ホ
フ
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
悲
劇
的
で
自
己
欺
瞞
的
な
過
激
主
義

は
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
全
体
主
義
の
よ
り
大
き
な
悲
劇
の
象
徴
で

あ
っ
た
」（
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ア
）（19
）と
い
う
主
張
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
解
釈
か
ら
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
の

犠
牲
者
と
し
て
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
み
が
な
ぜ
選
択
さ
れ
描
か
れ
た
か
と
い
う
説
明

は
望
め
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
反
資
本
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ

Ｒ
Ａ
Ｆ
に
誘
拐
さ
れ
一
ヶ
月
以
上
も
引
き
回
さ
れ
た
揚
句
に
射
殺
さ
れ
た

「
西
ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
の
代
表
そ
の
も
の
」（20
）で
あ
る
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
こ

そ
二
重
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
犠
牲
者
で
あ
り
、
彼
を
描
く
こ
と
に
対
し
て

「
そ
れ
は
通
常
の
犯
罪
、
通
常
の
不
幸
」
と
い
う
冷
淡
な
拒
み
方
を
す
る

理
由
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
か
ら
だ
。

　

実
は
リ
ヒ
タ
ー
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
の
犠
牲
者
で
す
」
と

述
べ
た
あ
と
に
「
ご
く
一
般
的
に
言
え
ば
、
革
命
と
挫
折
で
す
」（21
）と
付

け
加
え
て
い
る
。
彼
の
そ
の
言
葉
に
従
え
ば
、「
革
命
と
挫
折
」
こ
そ
が
、

シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
な
く
Ｒ
Ａ
Ｆ
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
の
犠

牲
者
」
と
な
る
第
一
の
契
機
で
あ
る
。「
挫
折
」
に
つ
い
て
は
、
浅
沼
が

「
破
綻
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
て
行
っ
た
よ
う
な
議
論
が
こ
れ
ま
で

も
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
殆
ど
顧
み
ら
れ

る
こ
と
な
か
っ
た
「
革
命
」
の
側
面
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
リ
ヒ
タ
ー

は
「
公
的
な
要
求
」、「
非
私
的
な
動
機
」、
そ
れ
ら
を
貫
い
て
い
る
「
と
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こ
の
よ
う
に
列
記
し
て
あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ
と
は
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
武
装

闘
争
を
直
接
示
す
場
面
が
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
連
作
が
「
闘
争
へ
の
呼
び
か
け
で
も
な
い
し
、
バ
ー
ダ

ー
・
マ
イ
ン
ホ
フ
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
伝
統
を
蘇
ら
せ
る
呼
び
か
け
で
も
な

い
」（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ク
ロ
ー
）（24
）と
言
う
よ
う
な
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
へ
の
賞

賛
を
拒
む
と
い
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
が
あ
る
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
の

「
武
装
闘
争
の
採
用
を
時
期
尚
早
と
判
断
し
た
」
西
ド
イ
ツ
の
他
の
左
翼

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
銃
を
携
え
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
」
と
呼

ば
れ（

25
）、
後
の
時
代
の
論
者
に
は
「
人
殺
し
を
し
な
い
左
翼
の
一
部
で
あ

っ
た
な
ら
、
そ
ん
な
Ｒ
Ａ
Ｆ
は
あ
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」（26
）

と
総
括
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
武
装
闘
争
こ
そ
が
彼
／
彼
女
ら
の
「
革
命
」
の

方
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
挫
折
」
が
決
定
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
リ
ヒ
タ
ー
の
関
心
が
向
か
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
も

な
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
彼
が
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
う
ち
に
見
た
「
革
命
と
挫

折
」
を
、「
例
外
的
な
不
幸
」
へ
と
、
さ
ら
に
「
死
者
」
へ
と
ど
の
よ
う

に
架
橋
し
う
る
の
か
。

　

ま
ず
、
死
を
直
接
取
り
扱
っ
た
作
品
で
は
な
く
、
逮
捕
時
関
連
の
作
品

群
を
起
点
に
検
討
し
て
み
よ
う
。〈
逮
捕
一
〉、〈
逮
捕
二
〉
は
ブ
レ
や
ボ

ケ
の
効
果
が
強
く
対
象
把
握
の
難
し
い
作
品
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
装
甲

車
と
向
き
合
う
逮
捕
直
前
の
マ
イ
ン
ス
の
姿
が
建
物
を
背
景
に
描
か
れ
て

い
る
。
リ
ヒ
タ
ー
が
制
作
準
備
段
階
で
読
ん
だ
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ウ
ス

三
　
連
作
に
お
け
る
「
革
命
」

　

こ
こ
で
連
作
に
立
ち
戻
り
、
十
五
点
の
絵
画
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
こ
う
。
そ
の
際
、
画
面
の
ブ
レ
・
ボ
ケ
が
強
く
画
題
か
ら
内
容

を
読
み
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
も
の
、
逆
に
対
象
が
同
定
で
き
て
も
画
題
と

の
関
連
が
一
見
不
明
で
あ
る
も
の
も
含
む
が
、
モ
チ
ー
フ
選
択
を
検
討
す

る
と
い
う
本
稿
の
目
的
上
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
全
て
を
調
べ
た（

23
）と

い
う
画
家
の
立
場
に
身
を
置
き
、
背
後
の
文
脈
も
交
え
て
提
示
す
る
。
遡

及
的
に
た
ど
る
な
ら
、
ま
ず
七
七
年
の
「
ド
イ
ツ
の
秋
」
と
「
死
」
に
直

接
関
連
し
た
も
の
が
〈
銃
殺
さ
れ
た
男
一
〉、〈
銃
殺
さ
れ
た
男
二
〉、〈
縊

死
し
た
女
〉、〈
埋
葬
〉
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
起
き
た
出
来
事
と
関
連
す

る
三
点
の
〈
死
者
〉
も
含
め
れ
ば
、
ま
さ
に
死
体
を
描
い
た
作
品
が
六
点

に
も
の
ぼ
る
。〈
独
房
〉
と
〈
レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
〉
は
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ

ン
バ
ー
の
獄
中
生
活
を
示
す
絵
画
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
前
者
は
そ

こ
で
死
亡
し
た
バ
ー
ダ
ー
の
流
血
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
写
真
を
も
と
に
描

か
れ
、
後
者
は
事
件
直
後
の
報
道
で
周
知
さ
れ
た
よ
う
に
射
殺
に
使
用
さ

れ
た
銃
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
内
部
に
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
死
を
伴
う

「
ド
イ
ツ
の
秋
」
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
二
年
の
逮
捕
時

関
連
の
絵
画
が
、〈
逮
捕
一
〉、〈
逮
捕
二
〉、〈
対
面
一
〉、〈
対
面
二
〉、

〈
対
面
三
〉
で
あ
る
。
最
後
の
一
点
〈
若
い
人
の
肖
像
〉
は
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
結

成
以
前
の
メ
ン
バ
ー
に
関
係
す
る
。
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ト
の
書
籍
『
バ
ー
ダ
ー
・
マ
イ
ン
ホ
フ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』
に
お
け
る

「
彼
は
、
立
ち
止
ま
る
よ
う
に
、
下
着
だ
け
残
し
て
服
を
脱
ぐ
よ
う
に
、

中
庭
の
出
口
ま
で
来
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
」（27
）と
い
う
一
文
に
あ
た
る
。

つ
ま
り
、〈
逮
捕
一
〉
は
「
立
ち
止
ま
る
よ
う
に
」
と
い
う
、〈
逮
捕
二
〉

は
「
下
着
だ
け
残
し
て
服
を
脱
ぐ
よ
う
に
」
と
い
う
装
甲
車
の
警
察
か
ら

の
要
請
に
マ
イ
ン
ス
が
従
っ
た
連
続
す
る
二
場
面
の
描
写
で
あ
る
。
ま
た
、

相
対
的
に
対
象
が
捉
え
や
す
い
〈
対
面
一
〉、〈
対
面
二
〉、〈
対
面
三
〉
は
、

収
監
時
に
身
分
確
認
の
た
め
に
撮
ら
れ
た
エ
ン
ス
リ
ン
の
連
続
的
な
写
真

が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
彼
女
の
正
面
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
警
官
が

存
在
し
て
い
る
。

〈
逮
捕
〉
シ
リ
ー
ズ
は
画
面
上
で
中
央
よ
り
の
左
に
立
つ
マ
イ
ン
ス
と
右

の
装
甲
車
と
の
、
ま
た
〈
対
面
〉
シ
リ
ー
ズ
は
画
面
上
の
エ
ン
ス
リ
ン
と

画
面
の
外
の
警
官
と
の
対
峙
で
あ
る
が
、
装
甲
車
と
警
官
と
は
つ
ま
り
国

家
で
あ
る
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
信
奉
し
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
お
け
る

「
国
家
」
は
「
そ
の
階
級
の
敵
に
対
し
て
は
（
搾
取
社
会
で
は

―
住
民

の
大
多
数
に
た
い
し
て
）、
弾
圧
と
暴
力
の
道
具
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」（28
）

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
と
っ
て
の
最
大
の
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
で
あ
る
毛
沢
東
の
捉
え
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
革
命
原
理
は

「
革
命
の
中
心
任
務
と
最
高
形
態
は
、
武
力
で
政
権
を
奪
取
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
国
家
と
の
戦
争
を
意
味
し
た（

29
）。
絵
画
に
お
い
て
は
、
も
は
や

武
装
を
解
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
人
は
下
着
だ
け
で
、
一
人
は
囚



言語社会　第 9号　　256

面
一
〉
に
お
い
て
は
、
横
に
入
っ
た
強
い
ス
ト
ロ
ー
ク
に
よ
っ
て
一
枚
の

画
面
に
お
い
て
さ
え
動
き
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
〈
対
面
〉
の
全
三
点
に
お
い
て
淡
い
色
調
の
な
か
で
微
笑
む
エ
ン

ス
リ
ン
が
モ
チ
ー
フ
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
単
に
挫
折
へ
と
は
回
収
で

き
な
い
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
五
点
で
描
か
れ
て
い
る
生
も
ま
た

Ｒ
Ａ
Ｆ
の
革
命
に
お
け
る
死
の
観
念
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
次
に
見
て
い
こ
う
。

　

Ｒ
Ａ
Ｆ
は
、
収
監
後
に
メ
ン
バ
ー
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
秘
密
通

信
『info

』
に
お
い
て
、
革
命
と
切
断
不
可
能
な
死
の
観
念
に
つ
い
て
繰

り
返
し
言
及
し
て
い
る
。
最
も
端
的
に
は
、「
革
命
は
犠
牲
で
あ
り
死
で

あ
り
、
そ
し
て
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
」（31
）と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
革
命
は
闘
争
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
が
ゆ
え
に
、「
闘
争
の

ひ
と
つ
の
条
件
は
闘
争
の
中
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
」（32
）で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
何
ヶ
月
も
の
間
、
自
ら
の
死
に
向
か
っ
て
行
動

す
る
こ
と
の
で
き
る
タ
イ
プ
の
人
間
」（33
）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
の
死
が
重
み
を
持
た
な
い
の
は
、「
普
遍
的
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
闘

争
が
終
了
す
る
か
を
問
わ
れ
れ
ば
、
勝
利
に
よ
っ
て
と
私
は
答
え
る
。

個
々
人
に
と
っ
て
は
と
問
わ
れ
れ
ば
、
死
に
よ
っ
て
と
私
は
答
え
る
」（34
）

と
い
う
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
勝
利
す
る
革
命
の
全
体
像
の
な
か

に
個
体
の
死
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
死
が
全
て
の
終
り
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
画
家
が
「
通
常
の
不
幸
」
と
見
な
し
た
Ｒ
Ａ
Ｆ

人
服
を
着
て（

30
）、
後
に
獄
中
で
死
亡
す
る
こ
と
に
な
る
二
人
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ

ン
バ
ー
が
描
か
れ
て
お
り
、
国
家
と
の
戦
い
に
お
け
る
敗
北
の
瞬
間
が
捉

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
敗
北
は
必
ず
し
も
彼
と
彼
女
の
革
命
の

終
り
で
は
な
く
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
実
際
に
は
収
監
後
も
闘
争
を
継
続

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
単
に
挫
折
の
み
に
回
収
さ
れ
る
表
現
で
は
な
い
と

筆
者
は
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
絵
画
に
お
け
る
そ
の
反
映
は
、〈
逮

捕
〉
シ
リ
ー
ズ
お
よ
び
〈
対
面
〉
シ
リ
ー
ズ
が
動
画
を
断
片
化
し
た
よ
う

に
連
続
し
た
状
況
に
お
け
る
点
と
点
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ま
ず

認
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
状
況
を
複
数
点
描
い
た
も
の
に
は

〈
銃
殺
さ
れ
た
男
一
〉、〈
銃
殺
さ
れ
た
男
二
〉
と
同
名
画
題
の
〈
死
者
〉

三
点
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
同
一
の
写
真
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
枚
お

よ
び
三
枚
の
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
絵
画
が
作
ら
れ
て
お
り
、
次
の
瞬
間
へ
の

移
行
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
つ
ま
り
個
体
に
お
け
る
革

命
の
終
わ
り
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
た
だ
死
体
が
反
復
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
も
と
に
な
っ
た
写
真
は
〈
対
面
〉
シ
リ
ー
ズ
と
同
じ
く
警

察
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
死
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
一
方
的

に
撮
ら
れ
る
物
化
し
た
被
写
体
で
あ
り
、
対
峙
の
構
図
は
画
面
の
外
に
す

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、
逮
捕
時
の
五
点
の
絵
画
は
国
家

と
の
対
峙
が
維
持
さ
れ
て
い
る
点
で
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
お
い
て
の
革
命
原
理
の
構

図
が
認
め
ら
れ
、
次
の
瞬
間
へ
の
移
行
を
予
期
さ
せ
る
断
片
か
ら
成
立
し

て
い
る
点
で
死
よ
り
も
生
の
現
わ
れ
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
対
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257　　ゲルハルト・リヒターの連作絵画《一九七七年一〇月一八日》のモチーフに……

の
犠
牲
者
で
あ
る
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
の
死
と
は
異
な
る
革
命
に
固
有
の
死
が

見
て
と
れ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
死
へ
の
態

度
は
収
監
前
も
同
じ
で
あ
り
、
七
一
年
の
声
明
文
『
都
市
ゲ
リ
ラ
の
コ
ン

セ
プ
ト
』
に
お
い
て
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
職
業
へ
の
退
路
を
確
保
す
る

こ
と
な
し
に
、
ブ
ラ
ン
キ
が
示
し
た
よ
う
な
情
熱
を
伴
い
「
革
命
家
の
義

務
は
常
に
闘
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
闘
う
こ
と
、
死
ぬ
ま
で
闘
う
こ

と
」」（35
）と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
革
命
に
お
い
て
果
た
さ
れ
る
死
の
役
割
が

強
い
語
調
で
説
か
れ
、
そ
し
て
同
時
に
そ
う
し
た
死
が
「
闘
う
」
生
を
規

定
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
際
、「
ど
ん
な
条
件
下
で
も
闘

う
こ
と
が
何
の
疑
い
も
な
く
で
き
る
」（36
）こ
と
、
す
な
わ
ち
、
武
装
を
解

除
さ
れ
て
も
闘
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
逮
捕
時
の
五
点
の
絵
画
に

お
い
て
描
か
れ
て
い
る
の
も
そ
う
し
た
生
の
在
り
方
に
従
お
う
と
す
る
姿

と
し
て
解
釈
し
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
あ
っ
て
は
主
体
的
な
関
与

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
死
へ
の
態
度
を
、
リ
ヒ
タ
ー
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ

の
従
属
と
も
見
な
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
と
え
ば

ブ
レ
・
ボ
ケ
の
効
果
に
よ
り
深
い
霧
に
覆
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
〈
逮

捕
〉
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
闘
争
の
力
強
さ
と
い
う
よ
り
儚
さ
が
見
て
と
れ
る

の
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ａ
Ｆ
に
お
け
る
死
の
観
念
を
捉
え
な
お
す
か
の
よ
う
な
画
家
の
ふ
る

ま
い
は
、
死
体
を
描
い
た
六
絵
画
の
三
画
題
に
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
獄
中
で
死
亡
し
た
Ｒ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
を
描
い
た
〈
死
者
（T

ote

）〉、
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以
上
、
死
者
が
直
接
描
か
れ
た
絵
画
群
と
、
死
が
規
定
す
る
闘
う
生
に

関
連
す
る
絵
画
群
を
「
革
命
」
の
視
座
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
と

一
線
を
画
す
絵
画
と
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
が
〈
若
い
人
の
肖
像
〉

で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
今
回
は
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
先

行
研
究
に
お
け
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
犠
牲
と
な
る
前
の
マ
イ
ン
ホ
フ
の

姿
を
描
き
出
し
た
か
っ
た
」（
福
田
千
秋
）（38
）、
あ
る
い
は
「
死
亡
し
た
マ

イ
ン
ホ
フ
の
絵
画
（〈
死
者
〉）
と
比
べ
た
な
ら
「
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ

ー
」
物
語
と
見
え
る
」（
イ
ザ
ベ
ル
・
グ
ロ
ウ
）（39
）と
い
っ
た
主
張
と
筆
者

は
異
な
る
立
場
を
と
り
、
同
絵
画
に
お
い
て
も
「
革
命
」
と
の
連
続
性
が

見
出
せ
る
こ
と
を
示
し
た
い
考
え
で
あ
る
。〈
若
い
人
の
肖
像
〉
は
更
正

施
設
の
少
女
ら
に
関
与
し
た
際
の
マ
イ
ン
ホ
フ
の
写
真
を
も
と
に
描
か
れ

て
い
る
が
、
彼
女
ら
を
含
む
社
会
の
周
縁
に
位
置
す
る
人
々
と
の
関
係
を

重
視
す
る
見
解
は
Ｒ
Ａ
Ｆ
結
成
直
後
の
声
明
文
に
も
認
め
ら
れ（

40
）、
収
監

後
に
も
「
闘
争
の
中
で
死
ぬ
こ
と
、
一
言
で
言
え
ば
人
民
に
奉
仕
す
る
こ

と
」（41
）と
し
て
死
の
観
念
の
中
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、

絵
画
表
現
と
接
続
す
る
作
業
に
よ
り
論
証
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
リ

ヒ
タ
ー
の
「
写
真
は
〔
…
…
〕
ま
る
で
現
実
の
よ
う
で
、
た
だ
小
さ
い
だ

け
で
す
」（42
）と
い
う
発
言
を
も
と
に
、
ブ
レ
や
ボ
ケ
が
微
か
で
デ
フ
ォ
ル

メ
が
最
小
限
で
あ
る
同
絵
画
の
表
現
は
「
現
実
」
を
僅
か
に
変
化
さ
せ
た

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
議
論
と
な
る
予
定
だ
が
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
。

〈
銃
殺
さ
れ
た
男
（Erschossener

）〉、
お
よ
び
〈
縊
死
し
た
女
（Erhän-

gte

）〉
で
あ
る
が
、
後
者
二
画
題
の
原
語
に
は
他
殺
を
示
唆
す
る
可
能
性

が
含
ま
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
警
察
発

表
は
自
殺
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
当
時
の
左
派
の
若
者
た
ち
は
国
家
に

殺
害
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
抗
議
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
十
年
を
経
た
連
作
制

作
時
に
も
自
殺
か
国
家
に
よ
る
直
接
的
／
間
接
的
殺
害
か
と
い
う
議
論
は

終
結
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
リ
ヒ
タ
ー
自
身
は
「
き
っ
と
彼
ら
は
自
殺
し

た
の
で
す
」（37
）と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
画
題
が
自
殺
／
他
殺
議
論
に

お
け
る
リ
ヒ
タ
ー
の
見
解
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
Ｒ
Ａ

Ｆ
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
」
あ
る
い
は
「
革
命
と
挫
折
」
の

「
犠
牲
者
」
と
見
な
す
画
家
の
主
張
か
ら
、
銃
殺
し
、
ま
た
縊
死
へ
と
導

い
た
動
作
主
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
帰
す
こ
と
は
お
そ
ら
く
妥
当
で
あ

ろ
う
。
そ
の
場
合
、〈
死
者
〉
も
含
め
、
死
体
を
描
い
た
画
題
の
全
て
は

警
察
発
表
か
ら
も
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
支
持
者
た
ち
の
異
議
申
し
立
て
か
ら
も
逃
れ
、

一
見
脱
政
治
化
を
果
た
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
自
殺
と
見

な
す
こ
と
を
拒
む
か
の
よ
う
な
画
題
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
お

け
る
主
体
性
を
第
一
と
す
る
死
の
観
念
の
否
認
と
も
な
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
同
一
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
通
し
番
号
な
し
で
三

度
繰
り
返
さ
れ
る
〈
死
者
〉
と
い
う
画
題
は
、「
勝
利
す
る
革
命
の
全
体

像
」
に
は
組
み
込
ま
れ
え
な
い
個
人
の
死
を
執
拗
に
告
げ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
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る
こ
と
か
ら
帰
結
す
る
も
の
に
置
き
換
え
、
さ
ら
に
「
革
命
」
と
「
死
」

の
交
差
す
る
地
点
を
見
出
す
作
業
に
よ
り
、
犠
牲
者
で
は
な
く
Ｒ
Ａ
Ｆ
の

み
が
描
か
れ
る
必
然
性
に
接
近
し
え
た
と
考
え
る
。
論
文
の
目
的
上
こ
こ

で
果
た
せ
な
か
っ
た
絵
画
の
細
部
に
お
け
る
考
察
や
、
リ
ヒ
タ
ー
が
描
か

な
か
っ
た
同
時
代
の
他
国
の
武
装
闘
争
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
る
Ｒ
Ａ
Ｆ
の

ド
イ
ツ
特
有
の
在
り
方
に
関
す
る
議
論
は
、
三
章
で
論
じ
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
部
分
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

連
作
絵
画
《
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
八
日
》
に
お
い
て
犠
牲
者
で
は
な

く
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
み
が
描
か
れ
た
こ
と
の
意
義
を
モ
チ
ー
フ
と
い
う
側
面
か
ら

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
一
般
の
犠
牲
者
」
と

い
う
リ
ヒ
タ
ー
の
発
言
を
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
Ｒ
Ａ
Ｆ
と
い
う
特
定
の

対
象
の
捨
象
へ
と
向
け
る
の
で
は
な
く
、「
革
命
と
挫
折
」
の
表
現
で
あ

（
1
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二
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ア
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ペ
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落
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テ
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